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散逸構造 と言 うのは､一番典型的には例えば台風で､台風は南方海上で発生 し
て成長 し陸上にあがると消滅する｡ それは散逸構造のなかで も一番難 しいもの
と思われます｡ここに雲の縞模様の写真 (図 1)があります｡ この縞はロール
蘇 肇
構造で､熱対流によると考えられていますが､これが散逸構造の典型です｡ し
か し､こういう熱平衡から遠 く離れた体系 と言うのは､もちろん､例えば大気












分子を設計 し､作る､というところまで到達 しております｡が､しか し､では
太陽系の形成はどうなのかとか､あるいは大気 ･海洋でのいろんな森羅万象を
捉えることが出来るかというと､そういう問題は物理学ではさぼってきたと思

























































































































































図 6のように､ トー ラスつまり ドー ナツの表面を描 くと考えられます｡この ト
積や叶面
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金 トー ラスに濃いと/ころと薄いところがある.この ト-ラスの性質を調べるの
に､小さなボックスをとってその中の点の個数を比べていくということをしま




























































































¢+ 0.22¢ +sin ¢ - 2.7cost
あとは初期値を与えて､方程式を数値的に積分すればいいわけですが､ここで
は外力の周期 27T毎に時刻 ti- 27Ti,(i-0.I.2.･･･)で値を求め､初期
の点はア トラクターに落ち着 くまでの トランジェントとして捨てて､残 りをプ
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ws:匂え臭x★=F(Ⅹ')の寺島争線路 鴇 臭･ Ⅹ土L-X♯ QD レ→co




























wl⊥= 他 山 舶 eanf.:血 色tched,


















































sn - n^ n(x O) - ∑ :三 い ,(xi)
の2乗平均をとる事を考えます｡これはヴァリアンスといって､時間nを次第
に大きくしていくわけです｡そうしますと図14のようなプロットが得られて､
TeT托PCnCLLi)bt払CtWtaQ,I a = CLの (盲己嶋･現象 )
sn(x.l≡ JrL^ n(I.i-Er=-3人1(柑
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2COへ雪75.CQ.DCade am ,(m =1,忠,･･)が 展南 きれ る
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す｡図 17はそのパワースペク トラムで､ ピーク問の比率が 1/2になっており､
similarで しかも自己相似な構造を持っております｡この図は非周期軌道でも



















(b) (C)? ? ? ?
一一一十一･一ケ






















うな線形部分 ㌔ ができますo これは実は相転移現象をっくりだしますo それか
ら､- ミル トン系の話は詳 しくできませんが､その特徴は トー ラスとカオティ
ー 2 4 -
｢相転移と不可逆性からカオスの統計力学へ｣
ックな領域とが位相空間の中にいっも共存 しているということで､カオティツ
クな軌道は トー ラスと衝突する､あるいはスティックするということが起 こり
0〇
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図 19は､前に見た-ノン写像のバンド融合点 a-a1-1.153･- における
スペク トル¢(A)を数値的に求めたものです｡ここで､¢(A)が S という線形α
スロ~プをもつのは､接点があるということからでてきます し､ 鴇 の方は固定
点で衝突 しているということからでてきます｡ここで､先はどの変分原理から
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合性を持つ｡また- ミル トン系みたいに､いっもカオスと トーラスが共存して
いるときには､パラメ-クーを変えてもカオスに接 している トー ラスの外側は
常 に臨界的になるよう自己調節をやっておりまして､それを sel卜organized
criticalityと呼んでいます｡その特徴は､逆べきの長時間相関がいっも存在
す ることです｡
学生のころは気にならなかったようですが､学部の学生のときに習う教科書
に日本人の名前がでてこない､それが最近になるととても残念に思います.大
学院の教科書にはでて くるんですが､学部の教科書にはなかなかでてこない｡
生物科学とか地球科学 というのは､高校の教科書 も変えつつありますが､物理
科学でもこういう分野は､きっと学部の教科書にもでるような､そういう基本
的な変更というか新 しいパラダイムをっくっていくと思います｡事実､カオス
は､力学におけるニュー トンパラダイムの最後の砦である力学の決定論的予測
性をうち破るものとして､相対論や塁子諭に比肩できる革新をもたらすと言わ
れています｡その中で､非周期)揮動の統計力学は､決定論と確率論を橋渡 しす
るものとして､若い方々がこれから作っていかれるものと期待 しております｡
それでは､どうも長い間ありがとうございました｡
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